水産普及だより　　第 ２３－６ 号　　２０１２．２．２９
　～早田でブリ大漁！！～
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２月１７日（金）尾鷲市早田町の大型定置網に、待ちに待ったブリがやってきました。早田でまとまった数のブリが獲れたのは今年初めてで、１７日（金）に約４，０００尾、翌土曜日の市場休日を挟み、１９日（日）に約３，５００尾と、合計約７，５００尾のブリが水揚げされました。
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出世魚として知られるブリは、この地域では１ｋｇ未満をツバス、１．０～ ２．９ｋｇをハマチ、３．０～５．９ｋｇをワラサ、６．０ｋｇ以上をブリと呼び、今回早田で漁獲されたのは平均体重１１．０ｋｇと申し分のないブリサイズでした。早田地区の大型定置網に１０kg以上のブリが大量に獲れることは非常に珍しく、早田魚市場は活気に沸いていました。
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　この日、近隣の定置網でのブリの漁獲量は少なかったものの、全国的にはまとまった漁獲の後であったようで、１７日は約４００円／ｋｇ、１９日は約６００円／ｋｇと、単価は今ひとつとのことでしたが、この寒い時期のブリは「寒ブリ」と呼ばれ、脂ののりも良く、旬の時期とされています。今回早田で水揚げされたブリも脂ののりが良く、おいしかったと好評でした。
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早田地区の方は、この大漁を喜び、親戚や知人にブリを送るそうです。そのため、今回獲れた７，５００尾のブリのうち、 ２００尾以上が小売（地区住民が購入）で取り扱われ、１０ｋｇ以上のブリを数本ずつ買い、発砲スチロールに詰め、発送していました。ブリの大漁を喜び、お裾分けする、早田には古くからの良い風習が残っていると感じました。

